
「良いもの」を、もっと強く。30人の本音
から見えた、平川市の「伸びしろ」

こんにちは！平川市です。

平川市には全国に誇れる自慢の農産物がたくさんあります。
でも、私たちは「もったいなさ」を感じています。

それは、「この素晴らしい特産品を、もっともっと地域全体の『魅力』に変えていけるんじゃない
か？」というもの。

そんな想いを胸に、私たちは現場のリアルな声を聴きに行くことにしました！
7月から10月にかけて、農家さんや加工・販売のプロなど、総勢30名以上の皆さんのもとへ。

そこには平川市が持つ圧倒的な強みと、現場だからこそ感じる「壁」がありました。

「6次産業化」って、なんだろう？

【1次産業者の声】現場で感じた、平川が誇る「3つの強み」

農家さんたちの声📢
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【2次・3次産業者の声】「つながる」ことで世界も狙える！

加工・販売事業者さんたちの声📢

ひとりの「点」を、地域の「線」へ。

「6次産業化」って、なんだろう？
今回のキーワードは「6次産業化」です。
ちょっと難しそうですが…要するに「農家さんが作る（1次）だけでなく、加工（2次）や販売（3次）
まで自分たちで手がけて、新しい価値を生み出そう！」という取り組みのこと。

平川市でこれに挑戦している農家さんは、2026年時点では、まだ全体の3割ほど。
「どうすればもっと付加価値を高められる？」「どんな応援が必要？」
それをハッキリさせるのが、今回のヒアリングの目的です！

すべての産業を担っていこう！
というものが6次産業の考え方です

【1次産業者の声】現場で感じた、平川が誇る
「3つの強み」
まずお話を伺ったのは、お米や果物、野菜などを育てる農家さんたち。
現場で改めて気づかされたのは、平川市が持つ圧倒的な底力でした。
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シャインマスカットを栽培されている對馬さん
園地を案内いただきました！

農家さんたちの声📢

1.「までいな」仕事と、土へのプライド🌱
「平川のこの土地が良いから、自分たちは少し手助けをするだけ」
そんな言葉が漏れるほど、手間暇を惜しまない「までいな（丁寧な）」仕事と土へのこだわりが溢れ
ていました！

2.進化し続ける！「より良いもの」への向上心🔥
「もっと美味しくしたい」という想いは、地域全体の共通認識。
優れた品質管理で表彰される一方で、スマート農業などの最新技術も積極的に取り入れる「攻め」の
姿勢がありました。

3.技を磨き、次世代へつなぐ文化🤝
若手からベテランまでが刺激し合い、磨き上げた技術を伝えていく。
この「人のつながり」こそが、平川の農業を支える一番の土台です！

一方で、人手不足やコストの上昇といった避けられない悩みも…。
「やってみたいけど、一人では販路の広げ方がわからない」という、切実なハードルも見えてきまし
た。

課題が見えてきたら
分析して解決法を模索します
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【2次・3次産業者の声】「つながる」ことで世
界も狙える！
次に、加工や販売を担う事業者の皆さんにも「平川産の可能性」を聞いてみました。

加工・販売事業者さんたちの声📢

1.平川産は「世界」でも勝負できる素材✨
今回ヒアリングをした食品加工・製造販売業の2/3が、すでに平川産を活用中！
「ストーリーを乗せれば海外でも十分に戦える」と、世界を見据える頼もしい声も。

2.なんと約9割の事業者さんが「連携したい」と回答✊
「農家さん一人で頑張るのではなく、みんなで協力できたら…」
そんな問いに、約9割の事業者さんが「連携に興味あり！」と答えてくれました。

地域のみんなが「手を取り合う準備」は、もうできていたんです。

平川市産のりんご加工品
商品のブラッシュアップ中です

A-FACTORYの真壁社長にもアドバイスをいただきました！

「作る・加工する・売る」がバラバラではなく、一つにつながること。
それが、平川市の新しい産業の形になりそうです。
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ひとりの「点」を、地域の「線」へ。
今回のヒアリングで確信したのは、平川市には確かな「土台」と「人材」、そして大きな「伸びし
ろ」があるということ。

農家さんの情熱と、加工・販売事業者さんのプロの技。
これらがつながれば、平川市の産業はもっと強く、もっと面白くなるはずです！

本音を集めた私たちは、次なるステップへ進みます。
次回は、１次産業者から３次産業者が一堂に会した「新事業創出に向けた課題解決」のための検討会
の様子をお届けします。

平川市の未来を作る「新しい種」は、ここからどう育っていくのか。
どうぞお楽しみに！

次回の様子をチラ見せ…

この記事はnoteマネーにピックアップされました
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